
日時：令和５年１１月２３日（木）１０:００～１２:００

参加者：兵庫県内の小学生 （１３名※引率者含）

○今年度、９回目（累計見学者２１７名）の平城宮跡・東楼復原工事の魅せる現場！には
小学生（２～６年生）が来てくれました。復原工事の建築現場を通し、建築の魅力が伝
わるように「みて・ふれて・体験」をテーマに開催しました。

①みて（建物の部材を知ろう！組み立て方法を知ろう！）

②ふれて（加工方法や組み立て方法を知ろう！）

児童の感想！

・格好良くて自分もやりたい！

・迫力がすごい！

・色々な組立や柱についてよく知
れた。

・一つの建物を建てるのに色々な
工夫をしているんだと思った。

③体験（継ぎ手組合せ体験、組木体験！）

色んな組合せの継ぎ手があるんだ～

柱は地面に埋め込まれていたんだ～

これが当時の道具を使う
ことでできる削り跡か～

昔はたくさんの人で引っ張る
ことで柱を立てていたのか～

今のクレーンは
すごいな～

屋根にも継ぎ手が
使われているんだ～

平城宮跡・東楼復原工事 現場だより 第１０号

東楼

■現場見学ガイド ～魅せる！現場～ 見学申込み
～2024年12月末※（終了時期未定）

■申込みサイト
https://www.kkr.mlit.go.jp/kengaku/moushikomi/moushikomi.html
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